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(解答はすべて解答用紙に記入すること)

【小 論 文 題 目暑

以下の① o②の両方の問題に回答しなさい。 (各問600字以内)

① 次の事例を読み、(1)考えられる主訴は何か、(2)こ の事例の問題 (見立て)につい

て、(3)見立てをアセスメントするために用いる心理検査を2つあげ、その選択の目

的とテスト・バッテリーを組むことの有用性、(4)今後の対応について、を心理専門職

の観点から論述しなさい。

事例 :17歳、男子 Aは、有名私立高校の 3年生である。以前より、なにをするにも完壁

でないと気がすまないため、ひどく時間のかかる傾向があった。友人との トラブルがあ

った後から、勉強をする能率が悪くなり3年の 1学期の成績が下がった。このため、自

分から希望して父親といつしょに精神科クリニックを受診した。

② 科学者―実践者モデル (scientist― practitloner model)と は、どのような考えですか。

公認心理師。臨床心理士の専門性とその向上 (人材育成)と いう観点から説明しなさい。
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